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高須正和 3種類の活動をしています。

深圳ほか世界各地のパートナーを開拓し、IoT開発ツールを輸出入・共同開発、投資,企業間提携な
どを行う。

事業：スイッチサイエンス グローバルビジネスデベロップメント

研究/布教：早稲田大学非常勤講師 「深圳の産業集積とマスイノベーション」

コミュニティニコ技深圳コミュニティ Co-founderほか

事業=仕組みになっていて利益を生むもの
事業開発=事業を作ること

社会的な価値が生まれる前、事業や研究でもできないところをやる。
面白ければ仲間が増えるし、熱が冷めると終わる
中国最大のオープンソースアライアンス「開源社」唯一の国際(非中国語ネイティブ)メンバー

講演や執筆などで少しはお金になるけど、基本的には仕組みになりづらいもの
2008～11年間で39都市107回のメイカーイベント参加
早稲田大学リサーチイノベーションセンター招聘研究員
ガレージスミダ研究所 主任研究員
大公坊創客基地(iMakerBase)
著書5冊「プロトタイプシティ」「ハードウェアハッカー」(翻訳)など



概要
ここ1-2年で急速に進化している中国のオープンソース
Linuxのカーネルv5.10へのコミットは13.4%が中国から（国別ではNO.1)

特に2020年、米中貿易戦争の中でLinux Foundation,Apache foundationが相次いで
「OSSは輸出規定の影響を受けない」と英語・中国語でリリースしてから、オープンソースへの投
資が加速

企業
とても多くの中国企業が、スタートアップ・大企業といった規模を問わず、
製造・サービス・金融といった分野を問わず、企業戦略としてオープンソースに注力
アリババ等は社内に「オープンソース推進室」を設置
オープンソース技術を核にしたユニコーンも

政府/公的機関
オープンソースのライセンスを中国の法的機関で使えるようにする
中国発のOSSライセンスが米OSIの承認を取得、世界的なライセンスに
オープンソース運動を支援する公的な財団を設立



Redhatのリポジトリに入っている中国OSS



代表的な中国発
OSSソフトウェア



代表的な中国発OSSソフトウェア

-近年急速に盛り上がっている
-企業のフルタイム開発者が多い
の2つから、OSや言語などは少なく、

-フロントエンドのフレームワーク
-クラウドネイティブのDBなど
-ブロックチェーンなどの金融系
-AI
などが多い。
そして、中国発の独自性がありそうな組み込み系も面白そう



フロントエンドのフレームワーク例

日本のamazonでも関連書籍がみつかる
日本語サイトもある有名なソフトウェア

元GoogleでAnguler.jsを作っていた中国人
プログラマが開発

Vue.js



フロントエンドのフレームワーク例

Eleme(ウーバーイーツ的な出前
サービス）が公開しているフロ
ントエンドのツールキット
vue2.0ベース。Vue3.0ベースの
Element Plusも。

Element と Element Plus



フロントエンドのフレームワーク例

アリババグループが作っている,
Reactベースのフレームワーク
日本でもユーザいる
←こういうグラフなどがスマホ対応で
作れる
国際化もOK

ant-design



フロントエンドのフレームワーク例

Didiが作ってるフロントエンドフレームワーク
スマホアプリ、スマホ向けweb、wechat等のミニアプリに対応しやすい

DoKit (昔はDoraemonKitという名前だった）



クラウドベースデータベースソフト

mySQLと互換のシンタックスを受け付ける、
分散型DBエンジン
Tidbはオープンソースで、Pingcap社はクラウ
ドサービスとして提供するPingcap社は2021
年の資金調達で30億ドルを突破

米Square, 日本Paypayなどでも使われている。

pingcap社 / tidb



クラウドベースデータベースソフト

双11（1日7.6兆円、ピーク秒間58万の販売を
記録）等の大規模セールで有名なアリババ
は、初期はOracleDBを使っていて、2010年に
OceanBaseを発表した。

⾧くリポジトリが公開されない状態が続い
ていたが、現在はGithub上で活発な開発が行
われている。

まだ中国語ドキュメントのみだが、Issueは
英語のものもおおい

Oceanbase



AI/自動運転

百度が公開しているAI/自動運転の統合環境



組み込み系ネットワークOS
AliOS Things, Tencent OS Tiny, OpenHarmony, 
Openemuler
ネットワーク前提の組み込みOS



資金調達が大きいOSS企業/ソフトウェア
Company Project Founder Round Date Amount

クラウドDB
LinuxカーネルのOS
組み込みOS
クラウドDB
クラウドDB
Chrome OSフォークのOS

K8Sフォークなどを活用して
いるクラウド企業

Apache Kylin OLAPエンジン
（データ可視化）
Apache APISIX APIゲート
ウェイ

AI用クラウドネイティブDB



企業からの活動
中国オープンソース



多くの企業がオープンソース担当・専門家の
採用をしている

開源社（中国オープンソースアライア
ンス）のサイトに並ぶ
「オープンソース関連採用」

例：アリババクラウドではオープンソース
関連でブランドを強化したい。有名OSSの
コミッタ、広報などを優遇します



たとえばDidiでは

Didiのオープンソース技術責任者が語る
３つのメリット
1.技術的影響力の拡大

2.オープンソースをやることで、ドキュメントをわかりやすく
書くなど、社内全体の技術に対する文化が良い方に変わ
る

3. コミュニティに関わる文化が社内全体に広がる

-現在55のプロジェクトをGitHubで公開
-OSS(Didiのプロジェクトに限らず）に良い貢献をしたエン
ジニアを社内表彰
-主要なOSSFoundationに寄付
-データを研究者に開放 70以上の論文、数十の高校の授
業でデータが使われる



課題と可能性
中国オープンソース



最大の課題は言語
AIや汎用DBなど、英語圏でも盛んな分野は英語での開発が優先される（そのほうが参
加者が増えるため）が、中国のサービスに関連したものだとコミュニケーションがほ
ぼ中国語になる（東京都新型コロナウィルス対策サイトの開発がほぼ日本語になるの
と同じ）

また、FPGAやRISC-Vなどのチップ開発、組み込み
OSなどのハードウェアに近い部分はそもそも開発の
主体が中国なので、より中国語中心で開発される傾
向がある

（中国語と語彙をだいたい共有してる国は日本を含
めて韓国・ベトナム・タイなどがあるが、その中で
漢字の読み書きができるのは日本だけなのでちょっ
とラッキー）

喋れれば、「外人だから」という扱いはされないで
す。中国人同士でも知人しか信用しないので



中国オープンソース現状と今後の可能性
まだまだ金の匂いで加速が始まったばかりで、コミュニティというよりもそれぞれの企業の色が
濃い中国オープンソースだが、急速に伸びている

企業
銀行員や役員が若いせいか、金融系からの参加も多く、近年までまともな金融システム

がなかったためレガシーが少ない。そのためブロックチェーンの活用などに積極的
組み込みについては他国をリードする可能性が大きい

政府/行政
-マトモな知財保護とオープンのやり方を一緒に進めるのは効率がいい
-米企業がOSSで大成功しているやり方をうまくマネしそう（日本は全然マネできてない）
-英国Micro:bitやRaspberryPiみたいなマネもやれるのでは？

ユーザーコミュニティ
若いし意識が高い
これまで成長経験しかないので、まっすぐにいいことをやってる



最後に：
複雑な事象は
コミュニティで
手を動かして読み解こう



集合知:ニコ技深圳コミュニティ

経済・経営研究者など
-木村公一郎
(JETROアジア経済研究所）

-伊藤亜聖
(東京大学准教授)

-牧兼充
(UCサンディエゴ、
早稲田ビジネススクール)

-梶谷懐(神戸大学）
-山形浩生（翻訳家・評論家)
-高口康太(翻訳家・ライター)

起業家・経営者
-藤岡淳一
(JENESIS代表
ニコ技深圳コミュニティ
共同創業者）
-澤田翔
(インターネットプラス

研究所)
-金本茂
(スイッチサイエンス）

コンピュータ科学者/技術者
-秋田純一
(金沢大学教授/NT金沢)

-GOROman
(VRエバンジェリスト)
-Andrew bunnie Huang
(ハードウェアハッカー)

コミュニティマネージャー
茂田カツノリ(エンジニア深圳ツアー)
伊予柑(ドワンゴ・自作ゲーム）
中野しほ（ギーク中国語講座）
高須正和（AkiParty,メイカーフェア深圳,SG)

初期:深圳のイノベーター ギークと助け合えるクリエイター

中期:深圳情報を発信できる専門化たち
後期:起業家・経営者たち



誰も注目してないような、かつ正しい問題を充分な強度で叩けばコ
ミュニティはできる

ニコ技深圳観察会 2014-19で8回実施、現地集合解散
メンバー全員ブログ公開が必須
2015年時点で、「英語圏含めて、もっとも詳細な深圳のイノベーション解説」
（野村総研総合研究所）と言われる

現在facebook上で3000人以
上のコミュニティとして活動
中

知財の専門家や現役のソフト
ウェア開発者と知見をレ
ビューし合うのが大事



Github上で中国オープンソースに関する
資料を翻訳・公開しています



10/30-31 
中国オープンソース年度大会 登壇者・参加者募集中です
オンライン・英語で可能 運営協力をしています



Thanks for Attention.

Contact：
TAKASU info@takasumasakazu.net
Twitter: @tks
Facebook: https://fb.me/takasuinfo
WeChat:takasumasakazu


